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ウォータポンプ

脱着構成図

取外し/取付け上の注意
・冷却ltL管のLyJり 離しがあるため、llk外 し/取付けHキには、前記の「冷封l水の抜き取り|、 「冷幻i水の注人、エア
抜き1 の作業を行う。
・ウォータホンプのllx外 し/取 (」 け時には、タイミングベルト、カムタイミングスプロケット、タィミングベルト
インサイドカバーの脱着が伴うため、セクションlAを参照する。
・ウォータポンプ&オイルポンブシール、シリンダヘッド&ウ ォータボンブシールの脱落に注意すること。

SlAA1100 点検

・ウォータボンプを手でllllし たとき、スムーズにⅢIり 異音がない

か点検し、、不具合がある場合には新 1キ llと交換する。

注意 :ウ ォータポンプは非分解式のため、不具合がある場合は

アッシで交換する。
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1ウ 月―タホンブ&オ イルホンプシール
2シ リンダヘッド&ウ ォータボンプシール
3ウ ォータホンブガスケット
4ウ ォータホシブ
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エンジンエレクトリカル lD 7
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ジェネ レータベル ト

点検
・ベルトがプーリ溝に正しくはまっていることを確認する。

・ベル トとプーリ接触山iの摩耗、損傷、破社iまたはプーリの段つ

きがないか、日視点検する。

・プーリ|11中央のベル ト背 山iに98N{10k8f)の 力を加えて、たわ

み :止を測定する。

ベル トのたわみ量 (mm)新品時 :5～ 6
再張時 :6～ 7

・ベル トのたわみ量が基準値から外れている場合は、ジェネレー

タボル トをゆるめて調整する。

糸帝付 トリレク a:23N・ m(230kgf・ cm}

b:50N・ m {510k9f・ cm}

ジェネ レータ

取外し/取付け

1 バッテリからOケーブルを外す。
2 ジェネレータから西]線を外す。
3.取 イヽjボルトを外し、ベルトおよびジェネレータをlRり 外す。
4 取付けは取外しと逆の手順で行い、ベルトのたわみ調整を行つ
た後に調整ボル トを規定値で締付ける。

たわみ量 (mm)新品時 :5～ 6
再張時 :6～ 7

糸帝付 トルクa    : 23N・ m{230k9f'cm}
b   :50N・ m{510k9f・ cm}
B端子 :5.2N・ m{53kgf・ cm}


